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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期第１四半期 1,375 － 126 － 112 － 78 －

2023年12月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期第１四半期 9.12 8.36

2023年12月期第１四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年12月期第１四半期 2,477 1,414 57.1

2023年12月期 1,837 713 38.8

（参考）自己資本 2024年12月期第１四半期 1,413百万円 2023年12月期 713百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年12月期 －

2024年12月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,811 9.7 419 8.1 394 2.5 286 3.9 29.11

１．2024年12月期第１四半期の業績（2024年１月１日～2024年３月31日）

（注）１．2023年12月期第１四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2023年12月期第１四半期の数値、

対前年同四半期増減率及び2024年12月期第１四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。
２．当社は、2024年３月28日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、2024年12月期第１四半期の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益は、新規上場日から2024年12月期第１四半期会計期間末までの平均株価を期中
平均株価とみなして算定しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年12月期の業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

２．１株当たり当期純利益については、2024年３月27日付で払込完了した公募（ブックビルディング方式による募

集）による新株式の発行に伴う公募増資分（1,470,000株）及び2024年４月30日に払込完了したオーバーアロ

ットメントによる売出しに関する第三者割当増資（310,500株）を含めて算定しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期１Ｑ 9,970,000株 2023年12月期 8,500,000株

②  期末自己株式数 2024年12月期１Ｑ －株 2023年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年12月期１Ｑ 8,580,769株 2023年12月期１Ｑ －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記 （３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）2023年12月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2023年12月期第１四半期にお

ける期中平均株式数を記載しておりません。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足説明資料は、ＴＤｎｅｔで本日開示するとともに、当社ホームページにも掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う社会経済活動の正常

化が進む中で景気は緩やかに回復しているものの、資源・エネルギー及び原材料価格の高止まりや物価の上昇、円

安の進行等が継続しており、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。当社の主要顧客である大

企業の業況については、非製造業の一部業種でインバウンド需要の増加が見込まれますが、製造業・非製造業の幅

広い業種で物価上昇に伴う需要の減少やコストの増加、人手不足の深刻化等の懸念が続いており、先行きについて

は慎重な見通しとなっております。

　そのような状況において、当社の主要事業領域であるデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）に関連するＩ

Ｔ投資需要は依然として旺盛であります。当社の定義する「ＤＸ」とは、ＩＴを活用して業務の効率化（コスト低

減）や付加価値の増加（収益アップ）を実現し、それを通じて事業の競争力を向上することであり、各企業とも存

続のために不可欠な取り組みとなっております。ＤＸ関連投資を牽引役として、情報サービス業界では今後も売上

増加が見込まれている一方、深刻化するＩＴ人材の不足により人材獲得競争の激化が懸念されております。

　このような経営環境のもと、顧客のＩＴ投資効率の最大化を実現するため、当社は各業界大手企業のシステム開

発のＤＸ内製支援「０次ＤＸ」を推進してまいりました。当社の定義する「内製」とは、事業会社がシステム会社

任せにせず自ら主導的にシステム開発を推進することを指しています。当社は顧客の「ＤＸ内製」を支援するにあ

たり、第三者的な受託者という意識ではなく、顧客との間で相談・提案を繰り返しながら協働してシステム開発を

進めることを特徴としており、それを「１次」請けを超えた「０次」と表現しております。

　当第１四半期累計期間においては、「０次ＤＸ」実現のために顧客と協働してシステム開発を進める「０次シス

テム開発」において、前事業年度に引き続き既存顧客の深耕と新規顧客の開拓を進めました。新卒入社者を除くエ

ンジニア社員の平均月単価は、前事業年度末時点の116万円から当第１四半期累計期間末時点で114万円とほぼ同水

準で計画どおりとなりました。社員エンジニア数は、中途採用により、前事業年度末時点の219名から当第１四半

期累計期間末時点で220名へ増加いたしました。

　パートナー企業の拡大に資するシステム開発企業向けオープンプラットフォームサービス「WhiteBox」において

は、会員の獲得及び有償化を推進し、総会員数は前事業年度末時点の2,091社から当第１四半期累計期間末時点で

2,263社へ増加いたしました。

　これらの結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高1,375,375千円、営業利益126,550千円、経常利益

112,484千円、四半期純利益78,282千円となりました。なお、当社はＤＸ関連事業の単一セグメントであるため、

セグメント情報は記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産合計は2,359,157千円となり、前事業年度末に比べ639,799千円増加い

たしました。これは主に、東京証券取引所グロース市場への上場に伴う新株発行により現金及び預金が650,037千

円増加したことによるものです。

　固定資産合計は118,459千円となり、前事業年度末に比べ36千円減少いたしました。これは主に、減価償却によ

り無形固定資産が300千円減少したことによるものです。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債合計は939,985千円となり、前事業年度末に比べ10,215千円減少いた

しました。これは主に、賞与引当金が55,439千円増加した一方、未払金が49,382千円、未払法人税等が33,840千円

減少したことによるものです。

　固定負債合計は123,360千円となり、前事業年度末に比べ50,408千円減少いたしました。これは、長期借入金が

50,408千円減少したことによるものです。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産合計は1,414,271千円となり、前事業年度末に比べ700,386千円増加いた

しました。これは主に、東京証券取引所グロース市場への上場に伴う新株発行により資本金が311,052千円、資本

剰余金が311,052千円増加したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年12月期の業績予想につきましては、2024年３月28日公表の「東京証券取引所グロース市場への上場に伴う

当社決算情報等のお知らせ」から変更ありません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年12月31日）

当第１四半期会計期間
（2024年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,175,771 1,825,809

売掛金 517,462 511,260

その他 26,123 22,087

流動資産合計 1,719,358 2,359,157

固定資産

有形固定資産 20,453 21,298

無形固定資産 4,336 4,036

投資その他の資産 93,706 93,124

固定資産合計 118,496 118,459

資産合計 1,837,854 2,477,616

負債の部

流動負債

買掛金 208,076 206,002

短期借入金 150,000 150,000

１年内返済予定の長期借入金 181,404 186,461

未払法人税等 74,728 40,888

賞与引当金 57,957 113,396

その他 278,034 243,236

流動負債合計 950,201 939,985

固定負債

長期借入金 173,768 123,360

固定負債合計 173,768 123,360

負債合計 1,123,969 1,063,345

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 361,052

資本剰余金 － 311,052

利益剰余金 663,489 741,771

株主資本合計 713,489 1,413,875

新株予約権 396 396

純資産合計 713,885 1,414,271

負債純資産合計 1,837,854 2,477,616

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自2024年１月１日

至2024年３月31日）

売上高 1,375,375

売上原価 961,828

売上総利益 413,546

販売費及び一般管理費 286,996

営業利益 126,550

営業外収益

受取利息 5

助成金収入 330

保険配当金 727

営業外収益合計 1,062

営業外費用

支払利息 595

上場関連費用 11,803

その他 2,730

営業外費用合計 15,128

経常利益 112,484

税引前四半期純利益 112,484

法人税等 34,201

四半期純利益 78,282

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2024年３月28日付で東京証券取引所グロース市場に株式を上場いたしました。この上場にあたり、2024年

３月27日を払込期日とする有償一般募集増資（ブックビルディング方式による募集）による新株式1,470,000株の発

行により、資本金及び資本剰余金はそれぞれ311,052千円増加いたしました。

　この結果、当第１四半期会計期間末において、資本金が361,052千円、資本剰余金が311,052千円となりました。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（重要な後発事象）

（第三者割当増資による募集株式発行）

当社は、2024年３月28日に東京証券取引所グロース市場に株式を上場いたしました。この株式上場にあたり、

2024年２月22日及び2024年３月８日開催の取締役会において、みずほ証券株式会社が行うオーバーアロットメント

による売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当増資による募集株式の発行を以下のとおり決議し、2024

年４月30日に払込が完了いたしました。

（１）募集方法　　　　　　　　　　　　　　第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出し）

（２）発行する募集株式の種類及び数　　　　普通株式　310,500株

（３）割当価格　　　　　　　　　　　　　　１株につき　423.20円

（４）資本組入額　　　　　　　　　　　　　１株につき　211.60円

（５）割当価格の総額　　　　　　　　　　　131,403千円

（６）資本組入額の総額　　　　　　　　　　65,701千円

（７）払込期日　　　　　　　　　　　　　　2024年４月30日

（８）割当先　　　　　　　　　　　　　　　みずほ証券株式会社

（９）資金の使途　　　　　　　　　　　　　設備投資（本社移転による拠点の集約及び拡張）及び運転資金（本

社の移転・拡張、エンジニア社員の採用）に充当する予定。
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